
平成 25年度大阪府薬事審議会在宅医療機器安全対策推進部会 

                              

１．【背景】 

  大阪府薬事審議会在宅医療機器安全対策推進部会の前身である大阪府医療機器安全性

確保対策検討委員会では、平成１７年度より、医療機関、メーカー、患者を対象にアンケ

ート調査を行い、それぞれの立場における医療機器の安全に対する課題や問題点を把握し、

具体的な対策を実施してきた。その中で、在宅医療機器の取扱いについての課題等が挙が

った。国の施策にあわせて、国民の６０％が自宅での療養を望んでいることから、今後は、

ますます医療の場が在宅へ移行することを考慮し、昨年度の当委員会を引き継ぐ形で新た

に部会を設置し、在宅医療機器の安全対策を推進することとした。 

   

２．【取組み】 

①初年度は、在宅医療機器の中で、生命維持に最も重要な人工呼吸器について検討する

こととした。 

②初めて在宅に移行し、人工呼吸器を使用する患者さんの、使用上の不安を和らげ、安

全で安心して使用して頂くことを第一の目的とした、わかりやすいハンドブック作り

の検討を進めた。 

 

３．【在宅人工呼吸器ハンドブックのコンセプト】 

  ①気管切開の患者向け 

②これから在宅へ移行される患者とそのご家族向け 

③気づいたことを書き込むことができる工夫・例示も掲載 

④点検は毎日できるものに。慣れた頃が危険なことも啓発。 

 

４．【本年度の審議内容】 

①在宅人工呼吸器モデル版ハンドブックの作成（平成２４年度実施） 

②在宅人工呼吸器モデル版ハンドブックの試用とアンケート（平成２５年８月実施） 

③アンケート結果に基づいた完成版案の作成（平成２５年９月～１１月実施） 

④アンケートより得られたヒヤリ・ハット事例の情報共有方法の検討等 

（平成２５年度９月～１１月実施） 

 

（部会開催日）第１回：平成２５年７月１９日（金） 第２回：平成２５年１２月 ４日（水） 

（ＷＧ開催日）第１回：平成２５年９月 ４日（水） 第２回：平成２５年１０月２１日（月） 

 

５．【今後の取り組み予定】 

  ①在宅人工呼吸器ハンドブックの関係施設への配付 

  ②在宅における医療機器の安全性確保対策講習会の開催（平成２５年３月開催予定） 

  ③他の在宅医療機器への安全対策の検討・実施（来年度） 
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